


特別展上杉氏と国絵図の世界
料金 一 般 700円 (560円）高大生 450円 (360円）

小中生 300円 (240円） ※（）は20名以上の団体料金

※常設展との一体型料金。この料金で全館ご覧いただけます。

助 成 独立行政法人日本芸術文化振興会

様々な絵図が作成された江戸時代において、 国絵図は幕府
が主導して編纂した絵図として注目されます。 幕府は、 四度
にわたって諸藩に国絵図と土地台帳 （郷帳）の作成・提出を
命じました。 これは、 幕府が国上の掌握を目指したものと評
価され、 その威信をかけた政策でした。 国絵図の作成には、
当時の政治社会情勢が大きく関わっており、 国絵図の持つ政
治史的意義も見逃せません。 また、 幕府は、 諸大名の領知支
配を認める領知宛行状を度々発給し、 将軍を頂点とする全国
支配を明示し続けてきたことも注目されます。

本展覧会では、 米沢藩が作成した国絵図及びその関連資料
に注目し、 江戸幕府の国絵図絹纂について紹介します。 上杉

氏の領知・米沢を描いた国絵図を通して、 地名の表記や色使
いなど、 現在の私たちが目にする地図とは異なる、 この時代
ならではの表現や世界観をお楽しみください。

◆主な出品資料
【前期】「削封日記」（上杉文書、当館）

【前期】仙台領米沢境際絵図（上杉文書、当館）

【後期】「規矩元法町見」（市立米沢図書館）

【後期】御国絵図控（上杉文書、当館）
このほか、米沢藩の絵図方として活躍した岩瀬家の資料（岩瀬家文書、
市立米沢図書館蔵）も多数展示し、国絵図作成の背景に迫ります。

前期 9 月 2 日（土）～10 月 1 日(B)

後期 10 月 7日 （土）～ 11月 5 日（日）

休館日： 9月2 7日（水）、 10月2 5日（水）

11月3日（金祝）東北文化の日どなたても入館無料！

◆講演会「国絵図からみた江戸時代」
日時：10月 14日（士） 14: 00~16: 00

会場：伝国の杜 2 階大会議室 定員先着 1 20名
講師：杉本史子氏 （東京大学史料編纂所教授）

◆募集制ワ ークショップについては、 4ペ ー ジをご覧ください。

◆ギャラリ ー ト ーク（担当学芸員の展示解説）
〔前期〕 9月 2H （土）、 9月 16 日（土）
〔後期〕 10月7日（土）、 10月 2 1H （上）
いずれも14: 00~、 企画展示室にて、 要人館料
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【前期】御国絵図下図（上杉文書、 当館） 【通期】「出羽一国御絵図」（上杉文書、 当館）
元禄 12 年 (1699)6 月 9日295.2 x 268.6(cm) 元禄 14 年 (1701)2 月 543.5 x 537.0(cm) 

前期 11月 118 （士） ～12 月 10 日 （日）

後期 12 月 13 日（水） ～2024年1 月 14 日（日）

休館 B: 11/22（ 水 ）、 12/18（月）、 12/25（月）
年末年始（12/27~1/1) 、 1/9（火）

料金 一 般 490 円(390 円）高大生 340 円(270 円）
小中生 240 円(190 円） ※（）は20名以上の団体料金
※企画展のみ 。 常設展は別途料金となります。

企画・監修 広重美術館 共催石巻市博物館

初代歌川広重(1797 ~ 1858) は、 四季折々の日本の風景、 草花や
愛らしい小動物、 その士地に生きる人々の暮らしなどを抒情豊かに描
いた浮世絵師です。 代表作である「東海道五十三次之内」、「名所江戸 
百景」をはじめ、 数多く描いた江戸や諸国の名所風景画は、 当時から
人気を得たのはもちろんのこと、 今なおその魅力を失うことなく多く 
の人々の心を捉えています。

本展覧会では、 広重美術館（山形県天童市）が 収蔵する初代から五 
代までの歌川広重の作品を通して、 浮世絵の見方や見どころを学び、
広重が描く東海道や諸国を旅しながら、 江戸っ 子に愛された浮世絵の 
魅力に迫ります。 また、 当館収蔵の武者絵コレクションから歌川国芳
や月岡芳年の迫力ある錦絵を初公開します。

◆主な出品資料
【前期】「東海道五十三次之内三島 朝霧」（保永堂版）

初代広重（広重美術館）
【前期】「吉野之桜・龍田川之紅葉」（肉筆） 初代広重（広重美術館）
【後期】「名所江戸百景 大はしあたけの夕立」 初代広重（広重美術館） 【前期】「東海道五十三次十四 原」

【後期】「太平記英雄偲 上杉不識院謙信」 落合芳幾（当館） ♦オープニングゲストートーク
11月 11 日（土） 14:00~ ※企画展示室にて 、 要入館料
広重美術館副館長 梅沢美穂氏◆募集制ワ ークショップについては‘ ◆ギャラリ ートーク（担当学芸員の展示解説）

4ページをご覧ください。 12月 16 日（土） 14:00~ ※企画展示室にて 、 要入館料
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【後期】「名所江戸百景
大はしあたけの夕立」
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▼  置賜文ftホーJL

10/8 （日）9:30開演

ホールの響きに包まれる「酋羞う」

ゲ四瞬測逍裂

｝カルメンファンタジ ー ／ビゼ ー 他
フルー ト

鈴木芽玖
ピアノ

皆川あゆみ

吹奏楽に浸る一日を伝国の杜で 参加団体悉良ジュニア吹奏楽クラブ ／ 米ー中／

過ごしませんか茫ぎら庄ざ．らを万5．虹ざ．「．．，：六中／ 米七：：芦］芯：
中

／ ｀益：孟
／

／ 益孟：：孟
山形県置賜地域では、学生から社会人 ／ 米沢中央高 ／ 米沢工業高 ／ 米沢商業高 ／ 九里学

園高 ／ 米沢東高 ／ 南陽高 ／ 高畠高 ／ 長井高 ／ 山大
までの多くの吹奏楽グル ープがコンク ー 工学部米沢女子短期大学米沢栄養大学吹奏楽団 ／

ル出場、自主公演、訪問コンサ ー トやィ リブレー ヴサクソフォンクワルテット ／ アンサン
ブルプルプル ／ 色褪せたオレンジジャ ージ ／ Big
Band」am ／ 合奏集団極楽浄土 ／ おきたまシン
フォニックサウンド倶楽部 ／ KTYウインドアン
サンブル ／ 米沢吹奏楽愛好会

ベント出演など、活発に 活動しています。

このコンサ ー トは、これらの団体が互い

の演奏に触れ合うことを目的に毎年秋に

開催しています。台風による中止や新型

コロナの影響による自粛を経て 4 年ぶり

となる「庭奏」は、目の前のお客様から

手拍子をあわせていただくなど客席参加

も楽しみのひとつ。秋空にむかって響か

せる爽快なサウンドをぜひお楽しみくだ

さい。

当日のプログラムや進行タイムテ ー ブ

ルは、ホ ー ル公式 HP または SNS でお

知らせしています。 (9 月下旬掲載予定）

※以上の団体の単独または合同演奏
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I 1 0/28 <±l 14:00開演

シェイクスピアの生きた時代の音楽やシェイクスピア

作品の劇中音楽を、当時の楽器で演奏するコンサ ート。

四季折々に重ね合わせたプログラムと、衣装や照明を

駆使した楽しい舞台演出で、目と耳でシェイクスピア音

楽を楽しめます。

開場前の 13:15 からは能舞台上にてミニコンサ ートを

開催します。伝国の杜の特徴である能舞台での西洋の古

楽の演奏という和洋の伝統の融合をお楽しみください。

璽
◄ どんな音楽？

演奏の様子を少しだけご紹介します。
（左のQRコ ードからYouTubeの動画が

ご覧いただけます。）

ticket! 

出演：レ ・ タンブル＆ハルモニア ・ レニス

【全席指定】 一 般¥2,000学生¥1,000
（当日各 500 円増） ※小学生から入場できます。

きょうげん

ことそ狂言I7.:;-;· 初めての狂言教室＾ 「小さなきのこ」クラス

(9 活動内容 3月の発表会で狂言「くさびら」に登場する「きのこ」役の稽古
対象年齢 5歳～小学2年まで
活動日 主に士・日・祝日（月 1 回程度）

和泉流狂言師 活動場所 伝国の杜「能舞台」他
（野村万蔵家） 指導講師 和泉流 狂言師、こども狂言クラブメンバー、置賜文化ホ ール職員

のむらけんのすけ 給自費負担 参加無料ですが白足袋の用意が必要です（白足袋の代金は有料）
野村拳之介ほか その他 4月からこども狂言クラブのメンバーになることができます。※右頁参照
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